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ＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービス（全体概要）

○ ユニバーサル社会の構築に向け、障害者や高齢者を含むあらゆる人々が円滑に移動できる環境を実現する
ため、ＩＣＴを活用した歩行者移動支援サービスの普及に向けた取組を推進
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ICTを活用した歩行者移動支援サービス
① バリアフリー・ナビプロジェクト

② 多様な主体の参画による新たなバリアフリーデータの収集・活用による
既存サービスの高度化

普及促進施策、データ整備の充実、データのオープン化

自治体のバリアフリー調査と連携した歩行空間ネットワ
ークデータ等作成に向けた取組（資料2-1）

多様な主体の参画に向けた環境整備、新たなバリアフ
リーデータの収集・活用

バリアフリー情報の収集・活用に関する検討（資料2-2）

平成29年度

平成30年度

平成29年度

平成30年度



3

平成29年度取組概要等



平成29年度の検討項目・実施内容
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検討項目 実施内容

①
バリアフリー・ナビ
プロジェクト

(1)普及促進施策全般
－自治体等への取組支援
－ ２０２０東京オリパラショーケース
の形成

 会津若松市、姫路市の２地区で実証を実施し、自治体等がバリ
アフリー・ナビを実現するためのガイドラインを作成

 整備した歩行空間ネットワークデータ等を利用したバリアフリー
マップ作成ツールを提供

 歩行者移動支援サービスに関する事例集を作成
 競技会場周辺の最寄り駅と主要なルートを含む歩行空間ネット

ワークデータ等を整備

(2)データ整備の充実
－データ整備のルール作り
－簡易なデータ整備

 歩行空間ネットワーク整備仕様を改訂
 データ整備ツールを活用した歩行空間ネットワーク整備に向け
た課題を検討

(3)データのオープン化
－プラットフォームの提供  実証等で収集した歩行空間ネットワーク情報をWEBサイト（歩行

者移動支援サービスに関するデータサイト、DATA GO.JP、G空
間情報センター）等でオープンデータとして公開

②
多様な主体の参画
による新たなバリア
フリーデータの収
集・活用による既存
サービスの高度化

(4)多様な主体の参画に向けた環境
整備  プローブ情報、センシング情報、住民投稿情報を対象に、収集

手法と収集体制の観点から調査・検討を実施
 プローブ情報を活用し、個人情報（障害の内容、位置情報等）

の提供に対する意識、位置情報等の収集促進のためのインセ
ンティブ、プローブ情報のデータ収集密度等を実証を通じて検
討
（プローブ情報を活用した“通れたマップ”実証）

(5)新たなバリアフリーデータの収集・
活用



① バリアフリー・ナビプロジェクト

（１） 普及促進施策全般
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○ 2016年度までに指摘された普及展開に向け課題に対する対応策を検討するため、会津若松市、姫路市の
２地区で実証を実施

○ 実証成果及び最新の動向等（個人情報保護法改正等）から、ガイドラインの改訂を実施

昨年度 自治体から指摘された課題等 今回のガイドライン改訂の視点

a）分野をまたがる取組となるため、庁内の
横断的な体制づくりが重要。

e）必要な予算確保のためには、既存施策
と関連付けてデータの整備・更新等を実
施することが有効。

d）オープンデータ施策ではデータの活用
方法が不明確。

c）データを利用したアプリの作成・管理は
自治体では困難な場合がある。

b）データの整備・更新の必要性等、データ
に係る庁内の理解を深めることが重要。

現
地
事
業
（会
津
若
松
市
・姫
路
市
）
に
お
け
る

実
際
の
取
組
過
程
を
通
じ
た
対
応
策
の
検
討

知見
・ノウ
ハウ

Ⅰ．現地事業の成果を踏まえた改訂

Ⅱ．最新の動向等を踏まえた改訂

①歩行者移動支援サービス実現に向けた知見
・ノウハウの充実
・現地事業で実施する各作業（企画立案、データの収集・
整備、オープン化）の取組で生じた課題や対応策、工夫
点等を整理。
・現地事業の実施団体の次年度以降のデータのメンテナ
ンスやサービス創出に向けた実施体制や方向性を整理。

②既存施策との関連付けや取組効果の明示
・現地事業の各作業を通じ、データの棚卸によるデータの
把握やデータの電子化による他用途への利用可能性等
の自治体に生じるメリットを整理。
・自治体の既存のバリアフリー施策や観光振興施策等と
歩行者移動支援サービスの連携の可能性を確認し整理
。
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○ ガイドライン以外の普及施策として、バリアフリーマップ作成ツール構築、歩行者移動支援サービスに関する
事例集の作成、競技会場周辺の歩行空間ネットワークデータ等の整備を実施

バリアフリーマップ作成ツール構築

 自治体のバリアフリー施策と連動し、整備した歩行空間ネットワークデータ等を活用できる仕組みを構築

事例集の作成

 「バリアフリー情報を含むナビゲーションに関するサービス」に
関する民間事業者等による7事例を紹介

競技会場周辺歩行空間ネットワークデータの整備

 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向け、競技会場
周辺の最寄り駅と主要なルートを含む歩行空間ネットワークデータ等を整
備し、オープンデータとして公開

経路や移設のバリアフリーに関するデータ

【経路（リンク）の属性】
・経路の構造・種別
・幅員
・縦断勾配
・段差 等

【ノードの属性】
・緯度・経度
・階層数 等

歩行空間ネットワークデータ

鉄道駅

施設データ
ノード
リンク

【施設データ】
・緯度経度
・多目的トイレの有無
・エレベータの有無 等

施設データ

バリアフリー情報を可視化
バリアフリーマップとして配布可能

データ
整備

ツール
により
可視化

① バリアフリー・ナビプロジェクト

（１） 普及促進施策全般

バリアフリーマップ作成ツール構築

事例集の作成 競技会場周辺歩行空間NWDの整備



○ プローブ情報、センシング情報、住民投稿情報を対象に、収集手法と収集体制の観点から調査・検討

○ ヒアリング調査や実証実験により、個人情報への配慮や収集データ仕様、データの信頼性確保など、今後
検討が必要な課題を抽出

②多様な主体の参画による新たなバリアフリーデータの収集・活用による既存サービスの高度化

（5） 新たなバリアフリーデータの収集・活用

プローブ情報 センシング情報 住民投稿情報

得られる
バリアフリー

情報

GPS等により取得される車い
す使用者の位置情報を基に、
通行可能な経路を可視化

スマホ等のセンサーの情報を
収集し、斜度や段差大まかな
路面状況を推定

投稿ツールを用いて段差、勾
配等のバリアの内容と位置や
施設情報を投稿

収集情報
イメージ

GPS衛星

位置情報の記録

障害の内容、
位置情報等
の提供 段差・階段

通行時データ

坂道通行時
データ

平面通行時
データ

各データの特徴
量を解析
（バリアを推定）

各種情報を住民
等が投稿

段差・階段 坂・勾配

路面情報（例）

多目的
トイレ

エレベー
ター

エスカレー
ター

狭い道

施設情報（例）

…
等

…
等
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参考：通れたマップ実証実験

○ プローブ情報を活用する前提として、車いす使用者による自らの位置情報の提供、あるいは、一定以上の測
位精度の確保が必要

○ プローブ情報に関するヒアリング等調査と並行して、プローブ情報の提供に対する車いす使用者の意識や測
位精度等に関する検証を行うため、“通れたマップ”実証実験を実施

 個人情報（障害の内容、位置情報等）の提
供に対する意識

 位置情報等の収集促進のためのインセン
ティブ

 プローブ情報のデータ収集密度

 （マップマッチングを行う前提として）都市
部におけるプローブ情報の測位精度

 測位精度の阻害要因とその程度等

実証実験での検証事項

GPS衛星

位置情報の記録

障害の内容、
位置情報等の提供

収集されるプローブ情報のイメージ

 スマートフォンアプリ「WheeLog!」を利用

 各ユーザーのバリアやバリアフリー
に関する経験や知識を共有するた
めのスマートフォンアプリ

 NPO法人PADM等を中心として
WheeLog!プロジェクトを推進。

実証アプリ（WheeLog！）
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参考：東京2020オリンピック・パラリンピック大会に向けた取組

○ オリパラ競技会場周辺から最寄り駅までの歩行空間ネットワークデータを整備・オープン化

○ オリンピック・パラリンピック経済界協議会と連携しながらデータ整備を促進

空港

主要駅

歩行者移動支援サービスのイメージ○歩行者移動支援に資するバリアフリー情報等の各種情報
データの整備・オープンデータ化の推進

ナビアプリなどを通じ、屋内外問わず、自分の現在位置、
目的地までの経路等の情報が詳細に入手可能

空港・駅から競技会場等の目的地までシームレスに、個人の身体
状況やニーズ、例えば、段差や急勾配、幅員の狭いルート等を避
けたバリアフリールートを案内

観光地等 競技会場

نها مؤسسة 

ةميةميةتعليمي

目的地へシームレスに移動

多言語で場所に
応じた観光案内

競技会場まで
の経路を案内

例えば、障害者や高齢者
、ベビーカー等が楽に移
動できる段差の少ない経
路を案内

・オープンデータサイトの開設・運用（Ｈ27.7月開設）
→ 歩行空間NWDのほか、公共施設のバリアフリー情報、観光に関する情報を提供

○ ２０２０東京オリパラショーケースの形成
競技会場周辺エリアにおける歩行空間ネットワークデータの整備

（東京駅周辺における歩行空間ＮＷＤ等整備）
データ整備・オープンデータ化
・パラリンピック競技会場
・東京都内の徒歩移動による競技
会場
・主要ターミナル駅（東京駅、新宿
駅、池袋駅）周辺

平成31年度末までに主要な競技会場及び
その周辺のデータ整備を実施

※ 輸送運営計画v1における観客輸送ルート及びアクセシブルルート素案を参考に整備を実施


